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幸樹会館が竣工しました 
 ７月３０日、看護小規模多機能等複合施設「幸樹会館」が竣工し、建物引き渡しが行われました。 

設計・建設にかかわった方々をはじめ、多くの皆様のご指導・ご支援に、心からお礼申し上げます。 

 新設の看護小規模多機能型居宅介護さんしょうは、９月１日から事業を開始します。あんず訪問看護ステ

ーション、あんず居宅介護支援事業所、ケアステーションゆず、本部は、８月２８日に幸樹会館に引っ越し、

翌２９日から幸樹会館で業務を開始します。 

 また、からたち薬局・介護ショップからたちは、９月５日から幸樹会館で業務を開始します。 

今後とも、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

完成した幸樹会館（松戸市河原塚４１１－１） 

 

  日日草（記事は４面に） 

発行・一般社団法人幸樹会「幸樹」編集委員会 

……………幸樹会事業所……………… 

からたち薬局・介護ショップからたち 
千葉県松戸市日暮 7-344 ☎047-710-2785 

あんず訪問看護ステーション 
千葉県松戸市河原塚 394 ｴｺﾄﾋﾟｱ 3 番館 101 ☎047-701-5559 

あんず居宅介護事業所 
千葉県松戸市河原塚 394 ｴｺﾄﾋﾟｱ 3 番館 101 ☎047-701-5558 

ケアステーションゆず 
千葉県松戸市河原塚 394 ｴｺﾄﾋﾟｱ 3 番館 101 ☎047-701-5506 

 

看護小規模多機能等複合施設 

一般内覧会 
第４回地域交流カフェご案内 

８月３０日（火） 
９：３０から１７：００まで 

一般皆様の内覧会を８月 30 日に行いますので、ぜひご参加 

ください。どなたでもご覧いただけます。 

当日は、「第４回地域交流カフェ」を兼ねて行います。 
 



皆さま、こんにち

は！一般社団法人・幸

樹会、『看護小規模多

機能型居宅介護さん

しょう』でケアマネジ

ャーをつとめる岡本

健吾と申します。 

今回は、9月 1日に

オープンする「看護小

規模多機能型居宅介

護」の特徴と魅力につ

いてお話しいたしま

す。 

 

○顔なじみの職員から「通い」「泊まり」「訪問」

のサービスを一体的に受けられる安心感！ 

 看護小規模多機能型居宅介護は、24 時間 365 日

の運営で「通い」「泊まり」「訪問看護」「訪問介護」

の４つのサービスを一つの事業所が提供します。利

用者様やご家族様の状態に即応する形で柔軟に４

つのサービスを組み合わせて提供し、状態の変化に

よる急な「泊まり」の受け入れや、臨時の「訪問看

護」「訪問介護」などにも対応できる体制を整えて

います。 

○利用料が定額で、介護費用がふくらみすぎない！  

 看護小規模多機能型居宅介護の介護保険報酬は、

要介護度に応じた月額固定の包括報酬ですので、利

用者が負担するの利用料も毎月定額です（１割ある

いは２割）。  

 ただし、宿泊や食事に関する費用などは別途、利

用者負担があります。 

○個々の利用者様に合わせた臨機応変な対応！ 

「通い」の時間の長さや、その間に受けるケアの

内容も一律ではありません。「通い」「泊まり」「訪

問看護」「訪問介護」を、臨機応変かつ自由な組み

合わせで提供することができます（下記図参照） 

○医療ニーズの高い方の受け入れが可能に！ 

 看護小規模多機能型居宅介護の大きな特徴は、看

護職員が「通い」や「泊まり」の利用時にも医療処

置を行えることです。これにより、従来の小規模多

機能型居宅介護では対応しきれなかった医療ニー

〈看護小規模多機能型居宅介護サービスで対応でき

る医療処置の例〉 

医療機器を利用して

いる方 

胃ろう・気管切開などの管

理、カテーテル類の交換 

リハビリが必要な方 飲み込みの訓練、車いすへの

移動、歩行の訓練、排泄の自

立援助 

褥瘡（床ずれ）などが

ある方 

創傷の処置、悪化の防止 

認知症の方 生活リズムの調整、認知症状

への看護や介護相談 

終末期の方（がん、老

衰など） 

苦痛の緩和、精神的な支援、

看取り 

ご家族や介護者の方 医療機器の取り扱いや介護

の相談・指導、精神的な支援 

９月１日看護小規模多機能居宅介護“さんしょう”ＯＰＥＮ！ 

ご利用相談受付中です 



ズの高い方の受け入れが可能となります。 

○効率的で効果の高いケアの実現  

限られた時間の「訪問看護」「訪問介護」のみの

場合に比べ、なじみのスタッフがより多くの時間を

利用者様と共に過ごすことで、状態を体調面・生活

面・精神面でトータルに把握してケアに生かせるた

め、利用者様の自立度が高まる事例も報告されてお

り、病状の悪化防止・予防にも高い効果が期待でき

ます。 

このように、看護小規模多機能型居宅介護は、ご

利用者やご家族にとって、よりニーズに合ったサー

ビスの提供が期待できるのです。 

当法人では、地域の皆様のお役に立ちたいとの想

いから、調剤薬局事業や、訪問看護、居宅介護支援、

訪問介護、福祉用具貸与・販売の介護事業をおこな

ってきました。この度の『看護小規模多機能型居宅

介護さんしょう』の開設に合わせて、当法人で運営

している全事業所が入る『幸樹会館』が完成致しま

す。これにより、幸樹会ではこれまで以上に、利用

者様のニーズに応え、幅の広い在宅ケアが可能とな

る基盤が整備されます。 

今後は、「地域交流カフェ」などのイベントも、

出来上がったばかりの『幸樹会館』も活用しておこ

なっていきたいと考えております。また、地域の皆

様と触れ合う機会を創造していきたいと考えてお

ります。『幸樹会館』の３階屋上は、ルーフバルコ

ニーとなっておりますので、ゆくゆく庭園風にし、

さんしょう利用者様や、地域交流カフェなどの際に

開放できればと計画しております。『看護小規模多

機能型居宅介護さんしょう』を中心とする『幸樹会

館』が、地域の皆様がいつでもふらっと立ち寄れて、

いつでも相談できるような場所(ランドマーク)に

していきたいと考えております。ぜひ、楽しみにし

ていてください。 

 

新入職員紹介 
【ケアステーションゆず 

         西川智恵】 

はじめまして。 

前職は、歯科衛生士として歯

科医院等で働いておりました。

ヘルパーとしては未熟者ですが、

今までの経験を活かしながら、

できることを着実に一歩ずつ行

い、前進したいと思っています。皆様にお口からお

いしく食事できるようお手伝いさせていただきま

す。どうぞよろしくお願い致します。 

【ケアステーションゆず 君島由美子】 

はじめまして。看護助手を１年、訪問介護を約１

年半、サービス付き高齢者住宅で約１年経験してき

ました。介護は奥が深いので、

勉強や経験を積んで行こうと

思っています。これから幸樹会

の一員として、地域の皆様のお

手伝いをさせていただきたい

と思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

【あんず居宅介護支援事業所 山本弘美】 

はじめまして。 

今年６月１５日に幸樹会に就

職しました。平成１５年から介

護業界でお仕事をしています。

介護老人保健施設、訪問介護の

責任者、居宅のケアマネジャー

として働いてきました。趣味は

園芸とストーンアクセサリーを

作ることです。地域の皆様が笑顔で生活できるよう

にお手伝いできたらと思っております。よろしくお

願いします。 

あんず畑 枝豆収穫祭に３５人！ 

７月２３日土曜日に、小さなお子さんたちも呼ん

で、枝豆の収穫祭をしました。 今回はお子さんが

１０人も来てくれて総勢３５人で収穫！ 

 天気にも恵まれ、ちょうど良い収穫日和のもと、

みんなでワイワイ収穫できました♪ まだ小さい

お子さんたちには、枝豆を引き抜くのも大仕事のよ

うで、そばで、みんなで応援しました。残った枝豆

は、パパ達の出番！たくましく収穫してくれました

� 取れたてのお豆を茹でて食べました。とっても

美味しかったです。差し入れのスイカも、外で食べ

るとまた格別でした♪ 普段、なかなか体験できな



いことができて、楽しかったですと、皆さんにも喜

んでいただけました。 

 

魅力ある「松戸の人！」 
 

人生の先輩に学ぶことがたくさん 
今回はあんず訪問看護ステーションの利用者Ａ

さんのご紹介です。 

 Ａさんは、若くして働くために東京に出てこられ

ました。主に梱包の仕事を長くされており、三郷か

ら横浜を 1日 3回往復して 1回 4トンの積み下ろし

をしていたこともあったそうです。 

Ａさんは大腸ガンの手術によりストマ（人工肛門）

をつけて生活されています。私たちはそのストマの

交換にお伺いしています。私たちはＡさんとの会話

が大好きです。時には子育てについて、仕事につい

て、人間関係について、地域について…いろんなこ

とを話します。人生の先輩であるＡさんから学ぶこ

とは多く、この訪問時間は単なる医療処置だけを行

う時間ではなくなっています。中でも印象に残って

いるのは「花を愛でること」。今年Ａさんは私たち

のために日日草を育ててくれました。元気に育った

花は今私達の事務所にあります。「花が元気に咲い

ていると、働く人にも元気をくれるだろ」とくださ

いました。また時には地域の人との挨拶の大切さに

ついて教えてくれました。ごみ捨て場の掃除をして

いる時にとおる人たちや、散歩をしてる時に会う人

たちに「おはよう」と声をかけるだけでお互いの気

持ちがよくなる。ただそれだけのことだけど、それ

が大切なんだよ、と。花を育てている人がいたら「何

を育ててるんですか」と聞く、そうすれば会話がで

きる。そうやって少しずつ地域はつながっていくん

だよ。と教えてくれました。Ａさんのように私たち

の人生の先輩方が経験してきたことから教わるこ

とはとても多いと日々実感しています。あなた達に

なら教えてやってもいい、と思ってもらえるように

成長していけたらと思います。 

 

 

●前回報告 7 月 15 日（金）実施 

テーマ「ノーマライゼイション・エンパワメント・ 

ＩＣＦ…③」講師 武井幸穂氏 

●次回学習会予定 

日時：8 月 19 日（金）18：30～19：30 

テーマ：ノーマライゼイション・エンパワメント・ 

ＩＣＦ…④  

「生活不活発病（廃用症候群）を防ぐ」 

＊場所：エコトピア六番館 201 号  

＊どなたでも参加自由です。お待ちしております。 

                 

★ケアステーションゆずブログ開設しました！ 
 http://ameblo.jp/yuzu-kouzyukai/ 
 ＊「ケアステーションゆず ブログ」で検索できます 
●幸樹会ホームページ 

http://www.kouju-kai.or.jp/ 
●からたち薬局 
  http://ameblo.jp/karatachi-p/        

*「からたち薬局 ブログ」で検索できます 
●あんず訪問看護ステーション  

http://ameblo.jp/anzu-kouju-kai/   
*「あんず訪問看護ステーション ブログ」で検索できます 
 

 
薬剤師・看護師・介護職員・ケアマネ
ジャーの方々、お待ちしています☆                         

連絡先 一般社団法人幸樹会本部 中野三代子  
住所：千葉県松戸市河原塚 411-1-102 
TEL ： 047-701-7550    
E-mali : miyoko-nakano@kouju-kai.or.jp 
 

 

 

いよいよ来

月にはさんし

ょうがＯＰＥ

Ｎします。 

今まで形に

してきた地域

交流カフェや

今回の枝豆収

穫祭のように

地域の方々との交流をこれからも継続し、ここにちうな

場所にしていきたいです。      （奥村万里子） 


